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「ずっと働きたい職場をめざして～ダイバシティを取り入れた働き方改革～」



• 日本の医師の働き方の現状

• 何故（女性）医師支援が必要か

• 求められている働き方支援



OECD Health Statistics 2017.

人口1000人当たりの医師数

人口1000人当たりのベット数
日本

日本



2006年国立保健医療科学院タイムスタディの調査結果より湯地晃一郎氏作成
http://www.huffingtonpost.jp/koichiro-yuji/post_4867_b_3363253.html
http://www.mhlw.go.jp/shingi/2006/03/s0327-2d.html

年齢別・週あたり労働時間（2006年）



hours

国別 6歳以下の子どもを持つ家庭の1日の家事育児関連時間

総務省統計局 平成23年社会生活基本調査





国別 女性医師の割合,  2015 (or nearest year)

OECD Health Statistics 2017.



年齢 25-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80-

女性医師の割合 35% 32% 25% 15% 10% 9% 11%
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「ダイバーシティ」
フルタイム
短時間勤務
勤務時間の繰り上げ、繰り下げ
当直免除
当直のみ
自宅勤務
研究のみ
臨床のみ
期間限定

家事をする・しない
子どもがいる・いない
病気がある・ない
介護がある・ない
若年
高齢



１ 医師の労働時間管理の適正化に向けた取組
２ ３６協定の自己点検
３ 既存の産業保健の仕組みの活用
４ タスク・シフティング（業務の移管）の推進
５ 女性医師等に対する支援
６ 医療機関の状況に応じた
医師の労働時間短縮に向けた取組

厚生労働省

「医師の働き方改革に関する検討会」による
医師の労働時間短縮に向けた緊急対策



熊本県では様々な組織が連携して医師のキャリア支援に取り組んでいます。

委託 熊本市医師会

■医師会内保育所
「メディッコクラブ」
■講演会参加時の
無料一時保育

委託熊本県地域医療支援機構
(熊本大学医学部附属病院
地域医療支援センター)

■勤務環境に関する調査
■未就業女性医師の調査・分析
■女性医師対象の研修会等の開催
■キャリア支援のための情報発信
■医療機関への調査・支援
■キャリア支援に関する相談対応

熊本県医師会
男女共同参画委員会熊本大学医学部附属病院

男女共同参画推進委員会

■各種セミナーなど
■各医局との連携など

熊本県

クローバーの会（熊本県医療人キャリアサポート）

Career ＋ LOVE

= CLOVER



■医療機関への調査・支援 ■勤務環境に関する調査

平成26年：
①熊本県内の女性医師支援に関するアンケート（冊子CLOVER第1版）

平成27年：
②県内医師の離職率と離職の原因、離職の抑制に関するアンケート

平成28年：
③熊本県内の女性医師支援に関するアンケート（冊子CLOVER第2版）
④熊本県内の医師キャリア支援（メンター制度）に関するアンケート

平成29年：
⑤熊本県内の医師キャリア支援（学童保育）に関するアンケート

平成30年：
⑥熊本県内の女性医師支援に関するアンケート（冊子CLOVER第3版）
⑦熊本県内の医師の働き方改革に関するアンケート



男性
(360人）

女性
(83人）

子育て中の女性
(22人）

1.家族のサポート 1.家族のサポート 1.家族のサポート

2.上司の理解 2.上司の理解 2.上司の理解

3.適正な仕事量 2.短時間勤務制度 2. 病児保育

4.同僚の理解 4.病児保育 4.短時間勤務制度

4.家族の理解 5.同僚の理解 5.当直なし

6.短時間勤務制度 6.院内保育 6.同僚の理解

7.院内保育 7.家族の理解 7.家族の理解

8.チーム主治医 8.当直なし 7.院内保育

男女・家庭環境別の回答

平成27年 熊本県内の公的病院に勤務する男女医師へのアンケート
離職抑制・復職支援として必要と考える支援（有効回答数 443人）



求められている医師支援とは？

・職場・家族の理解

・育児（介護）支援 （働きたい人が働ける環境に）

・働き方改革（短時間勤務制度やタスクシフティング）と
キャリア支援（チーム医療を担える人材育成）



熊本大学医学部附属病院では、2014年12月10日の運営審議会で承認を受け、
熊本県における医師の離職抑制、復職支援、男女共同参画を進める窓口とし各
臨床系医局に2名ずつ（医局長と女性担当者各1名）「男女共同参画コーディネー
ター」を設置している。

男女共同参画コーディネーターの会
上司の理解
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熊本大学医学部附属病院
医師短時間勤務制度（育児のため）の利用者数
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平成27年 熊本大学医学部附属病院各臨床系医局 アンケート結果

過去3年間に出産を経験した医師49人の勤務形態の変化 （平成24年から26年度）

フルタイム当直有（27）

フルタイム当直無（13）

パートタイム当直無（4）

大学院生（4）

勤務なし（1）

フルタイム当直有 （3）

フルタイム当直無 （20）

パートタイム当直無（11）

大学院生 （4）

勤務なし （3）

海外留学中 （1）

そのほか （1）

産休・育休中 （6）

当直できる人数 27人 → 3人
フルタイムの人数 40人 → 23人
離職中 11人 （22%）



平成30年 熊本大学医学部附属病院各臨床系医局 アンケート結果

過去3年間に出産を経験した医師45人の勤務形態の変化 （平成27年から29年度）

フルタイム当直有（8）

フルタイム当直無（24）

パートタイム当直無（7）

大学院生・研究生（4）

勤務なし（2）

フルタイム当直有 （7）

フルタイム日直有 （2）

パートタイム当直無（7）

大学院生・研究生 （2）

勤務なし （4）

退局 （2）

産休・育休中 （3）

当直・日直できる人数 8人→11人
フルタイムの人数 32人→24人
離職中 2人→7人(16%)

パートタイム日直有（1）

フルタイム当直無 （15）

パートタイム当直有（1）

週１未満の勤務 （1）



キャリアサポートブック
短時間勤務制度



アンケートに協力いただいた79病院のキャリア支援

1% 増

1% 増

5% 増

8% 増

6% 増

6% 増

8% 増 (53.2%)

4% 増 (7.6%)

20人増

23人増

9% 増

8% 増

基幹型臨床研修病院で3件増

基幹型臨床研修病院で3件増



94施設954人から回答を得た。
（全配布枚数4226枚、回答率22%）

男性 女性 その他 未回答者数

734人 211人 0 9人

平成30年 熊本県内全病院を対象とした「働き方改革に関するアンケート」
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平日の勤務時間について ひと月
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オンコール+当直の回数について
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チーム制を実現するために必要と考えられる項目
（有効回答数 911）

(人)

チーム制あり
チーム制があるが
実質主治医制

主治医制である

入院診療 184人 (21.5%) 247人 (28.8%) 426人 (49.7%)

外来診療 112人 (14.2%) 143人 (18.1%) 535人 (67.7%)
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その他負担に感じている業務



その他の意見



女性医師支援・医師の働き方改革・組織の成長

キャリアの継続過重労働の緩和と
育児参加

医師の確保によるチーム制の実現
個々のキャリアの実現・組織の成長

育児支援による育児中の女性の疲労緩和 多職種によるタスクシフト



ダイバシティを取り入れた働き方改革
組織の成長を促進

＝ずっと働きたい職場



熊本県では様々な組織が連携して医師のキャリア支援に取り組んでいます。

委託 熊本市医師会

■医師会内保育所
「メディッコクラブ」
■講演会参加時の
無料一時保育

委託熊本県地域医療支援機構
(熊本大学医学部附属病院
地域医療支援センター)

■勤務環境に関する調査
■未就業女性医師の調査・分析
■女性医師対象の研修会等の開催
■キャリア支援のための情報発信
■医療機関への調査・支援
■キャリア支援に関する相談対応

熊本県医師会
男女共同参画委員会

熊本大学医学部附属病院
男女共同参画推進委員会

■各種セミナーなど

■各医局との連携など

熊本県

熊本県医師会
医療勤務環境改善
支援センター

■医療機関への個別支援
■勤務環境に関する周知

クローバーの会（熊本県医療人キャリアサポート）

Career ＋ LOVE

= CLOVER



平成 地域医療支援機構 熊本県医師会 熊本市医師会 熊本大学病院

30
年度

メンター連絡会議
（年2回）

男女共同参画委員会 メディッコクラブ
男女共同参画推進委

員会

医学生、研修医等をサポートするための会
男女共同参画コー
ディネーターの会

メンター制度
地域における女性医師支

援懇談会
～クローバーの会～

育児介護支援情報会

お留守番医師制度
女性医師の勤務環境の整
備に関する病院長、病院開
設者・管理者等への講習会

マタニティ白衣貸出

キャリア支援セミナー
（年2回）

1学年講義
4学年講義

冊子CLOVER第3版

アンケート「医師の働き方改革に関する調査」

クローバーセミナー



クローバーの会ではそれぞれの組織が協力して

５つの柱を中心に活動しています。

ご清聴ありがとうございました。


